
講義種別： 演習

回 課題内容 備考

デッサンしたいもの１点

紙コップ２つ以上

りんごなど自然物

ガラスコップ

無地・シンプルな フェイスタオル

スプーンなど

毛糸玉

ティッシュボックスなど

質感表現①〜⑤から

3〜５点選んで

デッサンを行う。

貝・石など

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

卓上デッサン①

制作

卓上デッサン②

制作

卓上デッサン③

講評

手を描く

手のクロッキー

細密デッサン①

制作

細密デッサン②

講評会

15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

自然物を観察する

質感表現①

透明なものを描く

質感表現②

9

布を描く

質感表現③

金属質を描く

質感表現④

柔らかいものを描く

質感表現⑤

グラフィックを描く

基本①

基礎形態を描く

基本②

遠近感を表現する

基本③

担当者実務経験：ジュエリーデザイナー、美術予備校講師、作家

到
達
目
標

観察力を養い、デッサン道具の使い方を習得し、コミュニケーションを取れるデッサン力を身につける。

授業内容

1

オリエンテーション

授業説明・好きなモチーフを描く

共通科目 講師名：宮川　ちえ

科目名：描写Ⅰ １年生
前　　期



講義種別：実習

回 課題内容 備考

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

紙粘土模刻に着彩

アクリルガッシュ

水彩スケッチブック

透明水彩

B3画用紙水張り

透明水彩

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

B3画用紙水張り

アクリルガッシュ

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

モチーフ着彩（グラスとスプーン）①

モチーフ着彩（グラスとスプーン）②

卓上着彩①

卓上着彩②

モチーフ着彩（パン）

複数モチーフ着彩（野菜もしくは果物２種）
15

2

3

4

5

6

7

8
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14

モチーフ着彩（黒背景パプリカ）

モチーフ着彩（玉ねぎ）

9

模刻・着彩 ①

模刻・着彩 ②

模刻・着彩 ③

モチーフ着彩（バナナ）

モチーフ着彩（リンゴ）

モチーフ着彩（パプリカ）

担当者実務経験：デッサン講師

到
達
目
標

◆モチーフを観察することによって発見した固有の表情を着彩で表現する
◆陰影と固有色の関係を理解して描写する
◆ポートフォリオに載せられる作品を作る

授業内容

1

オリエンテーション

水張り&原色＋補色

くらしデザイン科 講師名：河西香織

科目名：　描写Ⅱ
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期



講義種別：■講義　　■実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

15
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10

11

8

9
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3

到

達

目

標

授業内容

1

担当者実務経験；自動車メーカーデザイン部▶デザイン事務所▶設計事務所▶個人デザイン事務所
担当者業務内容；サイン・グラフィックデザイン/カラーデザイン/造形デザイン/建築模型・モデリング

1CIL-A/1CM・1MP・1MA/1IL・1LD/1CIL-B/1G・1GC 講師名：辻　政之

科目名：色彩・平面構成
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

クリエーターに必要不可欠な色彩学の基礎を習得する
クリエーターに必要となる平面構成の表現方法/技法を習得する

オリエンテーション　　　色彩学の基礎 講義

色彩プリント

色彩プリント/水張り

スケッチ/下描

彩色

彩色

彩色

講義

準備課題

準備課題/水張り

準備課題

準備課題/水張り

スケッチ/下描

彩色

彩色

彩色

講義

スケッチ/下描

彩色

彩色

彩色

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１

【制作課題】平面構成１　　　完成　　講評

【制作課題】平面構成２

【制作課題】平面構成２　

【制作課題】平面構成２

【制作課題】平面構成２

【制作課題】平面構成２　　　完成　　講評

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３

【制作課題】平面構成３　　　完成　　講評



１年 前期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－１

レクチャー・実技制作

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－２

実技制作

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－３

実技制作

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－４

実技制作

ケント紙を用いた立体構成 立体構成①－５

講評

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－１

レクチャー・実技制作

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－２

実技制作

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－３

実技制作

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－４

実技制作

指定材料を用いた立体構成 立体構成②－５

講評

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－１

レクチャー・実技制作

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－２

実技制作

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－３

実技制作

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－４

実技制作

任意の材料を用いた立体構成 立体構成③－５

講評

成
績
評
価

13

14

15

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

3

4

5

6

7

8

9

1

2

10

11
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共通科目 講師名：楠原彰経

科目名：立体構成

担当者実務経験：美術予備校講師、造形作家

立体的な構成感覚の向上と、それに伴う造形技術の習得。



□1年　　□2年　　□3年 　□前期　　□後期

講義種別：□実　習□講　義

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

5

講師名：科

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

授業内容

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業内容と進め方。製図用具の使い方。　課題の作成方法。

線、円の基本作図練習

線の分割の角の分割　その活用

活用例

活用例

内接正多角形　一辺からなる正多角

円弧と直線　 曲線　スパイラル

比率と数列による作図、黄金分割、

応用課題

立体図学概要と種類、投影図法３面図

三面図→軸測投影図法（アイソメトリック）

展開図　２　展開図からの立体製作　パッケージを作ってみよう

展開図　１　基本

透視図概要／平行透視図

平行透視図応用

有角透視図基礎　

有角透視図応用　実践的パース

陰影透視図基礎

まとめと復習　

デザインや創作活動に必要な造形原理や法則の理解により、創造力の幅を広げる
手書きによる正確で丁寧な作図の習得で表現の基礎力を身につける
段取りを考えた効率的な作業とレイアウト、バランス感覚の習得

工業デザイン事務所、家電メーカー、 イタリア建築事務所を経て独立、

雑貨、インテリア、家電、家具、グラフィックデザイン、デザイン企画等。

2023　基礎学科 　　図学図法    税田瑞江

平面図学作図

創作応用課題

創作課題

作図から制作

立体図学作図

立体図学作図

作図

作図

担当者実務経験：



講義種別： 講義

回 課題内容 備考

映像鑑賞

映像鑑賞

テーマ：任意のデザインの歴史について

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

ZINE制作①

ZINE制作②

ZINE制作③

ZINE制作④

ZINE制作⑤

講評
15
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ウィーン工房〜アール・デコ

ウィーン工房〜アール・デコ

9

インダストリアルデザイン〜ミッドセンチュリー

イームズチェアスケッチ

CIデザイン〜東京オリンピック

言葉を超えた視覚サイン 東京五輪から半世紀・第３回

ヒプノシス〜現代

ウィアムモリス模写・オマージュ制作①

ウィアムモリス模写・オマージュ制作②

ウィアムモリス模写・オマージュ制作③

担当者実務経験：ジュエリーデザイナーとして３年間従事

到
達
目
標

・デザインの歴史を学ぶことによって、自身の制作に新たな視点を取り入れる。
・オマージュ制作を通して優れたデザインの特徴を知る

授業内容

1

オリエンテーション

産業革命とアーツ＆クラフツ運動

共通科目 講師名：河西 香織

科目名：デザイン史
□１年生
■２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期



講義種別：実習

回 課題内容 備考

写真加工・装飾

文字組み・線を意識する

写真加工・アピアランス

エリア内文字ツール

広告制作・アウトライン・トンボ

Ai検定問題 第一部/第二部途中

Ai検定問題 第二部続き
Ps検定問題 第一部

Ps検定問題 第二部

ビジュアル制作

ビジュアル制作

分析・テーマを考える

制作

制作・合成

Psならではの質感・ボリュームの
ある文字表現に挑戦する

Psならではの質感・ボリュームの
ある文字表現に挑戦する

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

Ps立体文字 ①

15

Ps立体文字 ②

12

架空ロゴデザイン ②

13

架空ロゴデザイン ③

10

学内年賀状コンペ ②

11

架空ロゴデザイン ①

8

9

6

7

4

スポーツ新聞 ②

5

スポーツ新聞 ③

2

メニュー表 ②

3

スポーツ新聞 ①

・Adobe Illustrator / Photoshopを使用し、DTPに必要なPC技術を学ぶ。
・色やフォントの効果を理解し、目的に沿ったデザイン表現が出来る。
・入稿データを作ることが出来る。

授業内容

1

メニュー表 ①

担当者実務経験：3DCG映像制作会社を経て、現在フリーランスのイラストレーター
　　　　　　　   として活動中。その他、音楽系専門学校講師兼任。

共通科目 講師名：大島 遊季

科目名：Adobe検定
■１年生
□２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期

検定問題 ①

学内年賀状コンペ ①

検定問題 ②

検定問題 ③

成

績

評

価

到

達

目

標

1





講義種別： 講義

回 課題内容 備考

成
績
評
価

担当者実務経験：　DJパーソナリティ・TVラジオ番組制作・ディレクター

くらしデザイン　科 講師名：萩原　誠

科目名：カルチャー史論
■１年生
□２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期

到

達

目

標

ポピュラーミュージック、ファッション、近代アートの歴史を中心として、その背景にある政治・経済など数々の社会問題を知り一般教養
を身につける

授業内容

1

講師自己紹介、サブカルチャーの歴史をなぜ学ぶのか？

2

大航海時代と植民地、 西洋の文化と東洋の文化　幕末の日本の立場

3

アメリカ大陸への移住と開拓　ブルースやジャズの流行　ヨーロッパの白人文化とアフリカの黒人文化

4

戦後の価値観とベビーブーム　ダンスミュージックとしてのジャズとR&B

5

50年代のアメリカロックンロール 　白人の若者が黒人の音楽に触れることによって起きる問題

6

50年代のアメリカロックンロール 　白人の若者が黒人の音楽に触れることによって起きる問題

7

第二次大戦と戦後の零戦　民主主義、資本主義、社会主義、共産主義とは

8

第二次大戦と戦後の零戦　なぜ民主主義と社会主義が対立するのか

9

60年代のイギリスロック　イギリスとはどんな国なのか？

10

60年代のイギリスロック　イギリスの若者　60年代のアメリカ

11

60年代のアメリカ　モータウンサウンドとイギリスのロックの台頭

12

映画マルコム X　マルコムXの生涯を見ることでアメリカの差別問題とその影響を学ぶ

13

映画マルコム X　マルコムXの生涯を見ることでアメリカの差別問題とその影響を学ぶ

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

試験

15

後期授業まとめ、試験のおさらい



講義種別：講義

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

くらしデザイン科 講師名：萩原　誠

カルチャー史論

ポピュラーミュージック、ファッション、近代アートの歴史を中心として、その背景にある政治・経済など数々の社会問題を知り一般教養を身につける

授業内容

担当者実務経験：　DJパーソナリティ・TVラジオ番組制作・ディレクター

□1年　　■2年　　□3年 　■前期　　□後期

映画マルコムXを題材に公民権運動を考える前編

1

8

9

映画マルコムXを題材に公民権運動を考える後編

50年代60年代のおさらい

70年代ロック（グラム、メタル、プログレ）その１

70年代ロック（グラム、メタル、プログレ）その２

70年代ニューソウル＆ファンク

レゲェ　その１

15

2

3

4

5

6

7

10

11

12

13

14

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

70年代パンク　その１

70年代パンク　その２

70年代〜80年代ニューウエーブ

80年代ヒップホップ　その１

80年代ヒップホップ　その２

期末試験

レゲェ　その２

試験の答え合わせとまとめ



講義種別：講義　　

回 課題内容 備考

中園－1

4月18日

入江－1

4月25日

入江－2

5月9日

入江－3

5月16日

中園－2

5月23日

入江－4

5月30日

入江－5

6月6日

中園－3

6月13日

入江－6

6月20日

入江－7

6月27日

中園－4

7月4日

入江－8

7月11日

中園－5

8月29日

中園－6

9月5日

9月12日

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

模擬試験 試験問題の読解力をつける実
際の実施時間に合わせての模

擬試験　　時間配分

15

模擬試験 試験問題の読解力をつける実
際の実施時間に合わせての模

擬試験　　時間配分

12

第12章　照明
試験問題に対応できる

理解力をつける

13

第14章　建築関連法規
試験問題に対応できる

理解力をつける
第15章　消費者関連法規

10

第7章　各種エレメント　2
試験問題に対応できる

理解力をつける

11

第10章　環境工学
試験問題に対応できる

理解力をつける
第11章　住宅設備　

8

第4章　色彩と造形
試験問題に対応できる

理解力をつける
第5章　家具

9

第6章　ウィンドウトリートメント
試験問題に対応できる

理解力をつける
第7章　各種エレメント　1

6

第2章　インテリアの歴史　1　日本のインテリアの歴史
試験問題に対応できる

理解力をつける
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7

第3章　　インテリア計画
試験問題に対応できる

理解力をつける

4

第9章　材料　
試験問題に対応できる

理解力をつける

5

第2章　インテリアの歴史　2　西洋のインテリアの歴史
試験問題に対応できる

理解力をつける

2

第8章　構造・構法
試験問題に対応できる

理解力をつける

3

第8章　構造・構法
試験問題に対応できる

理解力をつける
第9章　材料　

到
達
目
標

インテリアコーディネーター資格試験　合格　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1次試験日　10/9（予定）　　　　　　　　　　　　　　　　

授業内容

1

第１章　インテリア販売　　
試験問題に対応できる

理解力をつける
第13章　表現技法

担当者実務経験：
住宅・店舗インテリアコーディネート
福岡インテリアコーディネーター協会　理事

学科：くらしデザイン科 講師名：入江　・中園

科目名：インテリアコーディネーター検定
□１年生

■２年生

□３年生

■前　　期

□後　　期



2年 後期

講義種別： 講義

到
達
目

標

回 授業内容 課題内容 備考

オリエンテーションと復習

環境工学

住宅設備

環境工学

住宅設備

カーテンの構成・その他の窓装飾

インテリアオーナメント・エクステリアエレメント・テーブルウエア・ベッドリネン

カーテンの構成・その他の窓装飾

インテリアオーナメント・エクステリアエレメント・テーブルウエア・ベッドリネン

建築関連法規

消費者関連法規

建築関連法規

消費者関連法規

造作と家具

木材・建築系材料

造作と家具

木材・建築系材料

照明の基礎・照明器具

照明計画

照明の基礎・照明器具

照明計画

過去問題集

過去問題集

過去問題集

過去問題集

成
績
評
価

5

担当者実務経験：インテリアコーディネーター

講師名：入江　明美

科目名：インテリアコーディネーター検定

インテリアコーディネーター検定　1次合格

くらしデザイン科

試験問題に対応でき
る理解力をつける

試験問題に対応でき
る理解力をつける

試験問題に対応でき
る理解力をつける

試験問題に対応でき
る理解力をつける

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

試験問題に対応でき
る理解力をつける

試験問題に対応でき
る理解力をつける

実際の実施時間に合
わせての模擬試験

時間配分

実際の実施時間に合
わせての模擬試験

時間配分

実際の実施時間に合
わせての模擬試験

時間配分

試験問題に対応でき
る理解力をつける

試験問題に対応でき
る理解力をつける

試験問題に対応でき
る理解力をつける

試験問題に対応でき
る理解力をつける

試験問題に対応でき
る理解力をつける



講義種別：　講義　

回 課題内容 備考

中園－1

4月18日

中園－2

4月25日

入江－1

5月9日

第8章　構造・構法 試験問題に対応できる
理解力をつける

入江－2

第9章　材料　
5月16日

中園－3

5月23日

第9章　材料　 入江－4

5月30日

入江－5

6月6日

試験問題に対応できる
理解力をつける

入江－3

6月13日

入江－6

6月20日

入江－7

6月27日

中園－4

7月4日

入江－8

7月11日

中園－5

8月29日

中園－6

9月5日

9月12日

成
績
評
価

試験問題に対応できる
理解力をつける

試験問題に対応できる
理解力をつける

試験問題に対応できる
理解力をつける

試験問題に対応できる
理解力をつける

試験問題に対応できる
理解力をつける

試験問題に対応できる
理解力をつける

試験問題に対応できる
理解力をつける

試験問題に対応できる
理解力をつける

試験問題に対応できる
理解力をつける

試験問題に対応できる
理解力をつける

担当者実務経験：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住
宅・店舗インテリアコーディネート
福岡インテリアコーディネーター協会　理事

学科：暮らしデザイン科 講師名：入江　・中園

科目名：インテリアコーディネーター検定
□１年生

□２年生

■３年生

■前　　期

□後　　期

到
達
目
標

インテリアコーディネーター資格試験　合格　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1次試験日　10/9（予定）　　　　　　　　　　　　　　　　

授業内容

1

第１章　インテリア販売　　

第13章　表現技法

試験問題に対応できる
理解力をつける

2

第2章　インテリアの歴史　2　西洋のインテリアの歴史

3

第8章　構造・構法

4

5

第4章　色彩と造形

第5章　家具

6

7

第3章　　インテリア計画

8

第2章　インテリアの歴史　1　日本のインテリアの歴史

9

第6章　ウィンドウトリートメント

第7章　各種エレメント　1

10

第7章　各種エレメント　2

11

第10章　環境工学

第11章　住宅設備　

12

第12章　照明

13

第14章　建築関連法規

第15章　消費者関連法規

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

模擬試験

15

模擬試験

試験問題の読解力をつける実
際の実施時間に合わせての模

擬試験　　時間配分

試験問題の読解力をつける実
際の実施時間に合わせての模

擬試験　　時間配分



講義種別：■講義　　■実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

15

12

13

10

11

8

9

6

7

4

5

2

3

到

達

目

標

授業内容

1

担当者実務経験；自動車メーカーデザイン部▶デザイン事務所▶設計事務所▶個人デザイン事務所
担当者業務内容；サイン・グラフィックデザイン/カラーデザイン/造形デザイン/建築模型・モデリング

1LD 講師名：辻　政之

科目名：くらしデザイン基礎
■１年生
□２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

くらしの中での“デザイン”の役割を理解する。
空間やモノをデザインするための基礎知識を理解する。
デザインの考え方、表現方法の基礎を身につける。

オリエンテーション　　　 講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

◇デザインって何？　◇デザインの種類・分野について

◇身の周りのデザイン　　◇デザインの発想方法

◇日本のくらしデザイン（民藝）　◇北欧のくらしデザイン

◇工芸/クラフトデザイン

◇プロダクトデザイン

◇デザインリサーチ（校外学習）

◇建築・空間デザイン

◇素材知識１

◇サイン・グラフィックデザイン

◇素材知識２

◇構造

◇形体・プロポーション

◇カラー・ファッション

◇リサイクル・SDGs

◇デザインリサーチ（校外学習）

◇まとめ



到

達

目

標
回 課題内容

（授業時間内での設定課題）

備考

ロゴ    マーク調査する調べる集め

る

デザインショップ    インテリアブ

ランドリサーチ

分析整理する

まとめる。伝える

調査する集める（時計）

調査する集める（時計）

分類整理する

まとめる。伝える

プレゼ資料作成

課題まとめ

成

績

評

価

授業内容

1
授業説明    デザインするための考え方。

デザインの分野と種類、デザインプロセス概要。

講師名：    税田    瑞江

教科名：      くらしデザインⅠ 1年　後期

デザイン基礎知識の習得

アイデア構築-表現技術-伝達の実践

2
デザイン基礎知識    グラフィックデザイン、ブランディングと

は実在のロゴやマークを調べてみよう

3
デザイン基礎知識        プロダクトデザインと歴史

工業製品とクラフト製品

4
社会とデザイン1    SDGsとデザイン

5
社会とデザイン2    環境、文化    地域とデザイン

方向性やコンセプト抽出企画    アイデアを出して形にする

6
プロダクトデザインの生活用品のデザインプロセス

7
デ科ザ学イのン進フ歩ォ、ロ技ー術とデザイン

知的所有権人間工学    使う場所    使う人を考える    感性工学

8
調査からマップ作成

デザインコンセプト機能性と素材    アイデアスケッチ

9
空間とものとの関わりを考えて    企画コンセプトの抽出

グループディスカッション

10
大きさ    使い方    素材や作りかた

アイデアスケッチの描き方    大きさ    素材感

11
実際の製品の寸法を知る。

採寸と図面

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

担当者実務経験：工業デザイン事務所、家電メーカー、 イタリア建

築事務所を経て独立、雑貨、インテリア、家電、家具、グラフィック

デザイン、デザイン企画等。	

講義種別：実技

くらしデザイン科

14
空間とエレメント、イメージ製作    プレゼ資料作成

15
発表と講評

12
アイデアスケッチから使い方を考慮したサイズの検討

実寸スケッチ

13
アイデアスケッチから図面    図面製作-1



□1年　　□2年　　□3年 　□前期　　□後期

講義種別：□実　習□講　義

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

5

講師名：科

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

授業内容

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

税田　瑞江

くらしデザイン（2年）

月曜2-3～3-3限 くらしデザイン 12023

１年課題の講評と調整。　授業説明。　

プロダクトデザインとは？　モノの役割、デザインに必要なこと。

表現実習　身の回りにあるモノの観察と採寸 1（スケッチと図面）

表現実習　身の回りにあるモノの観察と採寸 2（スケッチと図面）

暮らしに変化をもたらす身の回りのモノのデザイン、デザインプロセス。

アイデアを表現するための基礎技術の習得
空間と物との調和を考えてデザインできるスキルを身につける
アイデアから具体物の提案（暮らしをよくする身近なもの）

（構造　作り方を考える）

　

　図面製作

　模型製作 1

　模型製作　図面修正

　プレゼボード作成

効果的なプレゼボードのための企画　

　

プレゼボード作成

効果的なプレゼ資料と　展示への展開

　

現場の製品を調べる。分類とマップづくり、

各自考えを発表し意見交換

課題　現状商品の観察

製品機能性を考えるを調べて、大きさ構造、機能性を考える

アイデアスケッチ　発表とディスカッション

現状製品基本形、原寸図面製作　

コンセプト検討　現状把握とリサーチ　マップ

空間とモノの関係　

ドアとレバーハンドル、フック ショールーム見学　

デザインスケッチ　形　大きさ　素材感の表現１

デザインコンセプト、空間を考慮したデザインの選択

３面スケッチデザインスケッチ　

構造、使い方説明図面

まとめ講評　修正

デザイン基礎知識　使う道具の考え方人間工学　使う場所　使う人を考える

表現技術練習

表現技術練習

表現技術練習



到

達

目

標

回 課題内容

（授業時間内での設定課題）

備考

調査する調べる集める

分類  整理する

分析  整理する

まとめる。伝える

企画  コンセプト抽出

成

績

評

価

授業内容

1
授業説明  社会とデザイン  ビジネスとしてのデザイン、

授業説明  （表現技術）基礎

講師名：  税田  瑞江

教科名：    くらしデザインⅡ
2年　後期

生活空間の中でのプロダクトデザイン  市場調査から  作り方  素材  構造、実際までのものづくりを考える販売ツー

ルを考慮した、プレゼンボードの作成を目指す。

 くらしデザイン科

担当者実務経験：工業デザイン事務所、家電メーカー、 イタリア建

築事務所を経て独立、雑貨、インテリア、家電、家具、グラフィック

デザイン、デザイン企画等。	

講義種別：実技

2
現状の身近な生活用品の調査  （現状の問題意識）

実物、ショップのリサーチ  （生活用品、照明器具、ドライ

ヤー、ポット）
3

実物からの観察と採寸とスケッチ  図面作成

4
実物からの観察と採寸とスケッチ  図面作成

5
市場製品のマップ作成  価格や素材のリサーチ

6
誰の使う  ターゲットとコンセプトを考える  発表と意見交換

7
アイデアスケッチ、使い方の特徴、大きさを考える、

8
アイデアスケッチ発表、意見交換

9
置き場所、使うシーンを想定した、シーンのリサーチとマッ

プ

10
大きさを考慮した３面スケッチまたは図面の作成

11
模型製作

12
模型製作とプレゼボード

13
製品イメージの  カタログ製作（印刷物、または、ウェブ用）

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14
製品イメージの  カタログ製作（印刷物、または、ウェブ用）

15
講評と修正作業



□1年　　□2年　　□3年 　□前期　　□後期

講義種別：□実　習□講　義

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

5

講師名：科

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

授業内容

1

2

3

4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

税田　瑞江

くらしデザイン（3年）

月曜1-2～2-2 限 LD3　くらしデザイン 22023

基礎技術の復習　および　得意分野の習熟　
暮らしや社会とデザインの役割の理解を深める
量産品のデザインプロセスを理解し具体的なデザイン展開。展開（スケール感の習得）

２年次の復習と調整

量産品の製造方法　（木、金属、合成樹脂 )

素材、機能、構造、のあるものの観察と表現

課題 1　考える　表現する　伝える

時世を考えた暮らしをよくするデザインとアイテム、社会性とデザイン。

課題２　考える　表現する　伝える　（文房具）　

提案課題のアイデア展開、スケッチ

課題３　考える　表現する　伝える　（家電）　

選択課題のアイデア展開、スケッチ

商品開発 2　

基本デザイン　スケッチ　大きさ　形の検討　表現実習　 3DCG　

商品開発 3

基本デザインフィニッシュ　３面スケッチ　構造検討分解図など　

商品開発 4

実施デザイン　デザイン図面 または 3D作成 および模型

商品開発 5

プレゼボードの作成　

商品開発 5

効果的なプレゼボード、カタログや展示へ、プロモーション企画　

まとめ　講評会　復習

商品開発について（３課題の中から選択 or 椅子と空間）　

現状　調査　　マップ　コンセプト検討　　

商品開発について（３課題の中から選択）　

企画書作成　ディスカッション意見交換　

商品開発１　コンセプト　

現状調査に基づいた基本構想の提案　アイテム確定　　

授業説明　プロダクトデザインとは？　量産品のデザインについて。

素材の種類と作り方。素材、機能、構造のあるものの観察と表現

1/5　スケール模型の作成

表現技術練習

表現技術練習



講義種別：演習

回 課題内容 備考

好きなショップデザインを

20か所写真とる！

素材の写真を

A4で仕上げる

加工パターン

A4　10コ

色彩→秋冬重視(寒い感じ)

A4 木5個調べる、写真

、土、金属、折瓶

A4照明(カンセツ）、ペンダント、ブラクト

A4サイン２コ作る+照明入り

A3 1枚づつ　6枚

A3イメージデザイン

ファーストデザイン3枚

A3模型提出

(グループ）リサーチしてみよう！

写真

・ファーストデザイン

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

⑧リサーチしよう！！←なぜ？目的

リサーチとはどんなものがあるか？　場所、店舗、地域、その他

⑨リサーチの組み立て方≠差別化、特徴を作れる！

上同記　　まとめ　　→オリジナルを作りやすくできる

⑩小物ザックのお店を作ろう！　7lab教室サイズ

・リサーチ　・ファーストデザイン

⑪・平面図　・展開図、天井図、Ａ３書き方

⑫パス、写真、テーマ、コンセプト

⑬サイン計画　プロダクト、ファーストデザイン、色彩計画

　　　　　　　　　　　　　　提出／プレゼン

15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

色彩の意味、特徴　　※今の時代の色彩

④デザインの組み立て方(料理)

材料の特徴、効果：木、布、土、植物、鉄

⑤照明器具＋サイン計画　　　　　　　　　　　　・カハプ　・ハエ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・カッティング

9

　・色々な照明を知る　・サインの組み立て方 ・切り文字

⑥プロダクトデザインの世界　2回　1回目

ショップ用、金属、ガラス、アクリル、一棚什器、テーブル

移動式のお店のデザインを作る！ W1200 D800 H2000

課題：平面図+展開図　・パース（色付き）スケッチ

⑦プロダクトデザイン　2回/2回目

模型として作る　　A3サイズに入る事

①デザインの組み立て方（料理）１

１．素材　２．加工　３．色彩　４．材料の特徴　５．意味

②デザインの組み立て方(料理)２

加工（パターン、リズム）／色彩、木、金属、タイル、モルタル会員

③デザインの組み立て方（料理）

担当者実務経験：
店舗・住宅などのインテリアやリノベーションなどを手掛けるインテリアデザイナー

到
達
目
標

・デザイン　組み立て方　取得 ・素材と加工を知る事 ・照明計画と光の当て方

授業内容

1

ショップデザインとは！　　建築との違い

方向性と目的

くらしデザイン科 講師名：中鉢　雄一朗

科目名：インテリアデザイン
☑１年生
□２年生
□３年生

□前　　期
☑後　　期



２年 前期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 　 課題内容 備考

雑貨店[路面店舗]１F　説明／どこで・どのような場所 リサーチ説明

デザイナーの意味

雑貨店　リサーチ調査発表[進め方の説明　なぜ必要か] リサーチはなぜ必要か？

雑貨店　リサーチ調査発表[進め方の説明　なぜ必要か] 比較検討→決定

雑貨店：最新図面（デザイン・色彩・音楽・植物・パース） 全体調整

次回カフェ・プラン発表

雑貨店：最終プレゼン発表回カフェ+説明

本質を調べる

カフェ+現地リサーチ発表（比較対象）価格、空間、ターゲット 本質を調べる

カフェ+［平面プランA・B］［空間イメージA・B］比較

カフェ+［最新プランニング平面、展開、空間パース］証明とプロダクト案説明 家具は模型組み立てできること

カフェ+［全体図チェック・照明図面・家具図面］証明とプロダクト案説明

カフェ+の最終プレゼン発表［全体資料・模型・立体（店舗・家具）］ 場所発表

前期テスト課題発表　※博多駅ショールーム

前期テスト課題［現地リサーチ＋リサーチ再検討］＋平面プラン

前期テスト課題［平面図A・B+空間パースA・B］＋最終案

課題制作

課題提出

成
績
評
価

くらしデザイン科 中鉢　雄一郎

科目名：インテリアデザイン

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

15

10

6

7

担当者実務経験：店舗・住宅などのインテリアやリノベーションなどを手掛けるインテリアデザイナー

12

13

11

8

9

4

5

2

3

1

リサーチから図面、パースなどぷれぜんまでの流れと基礎を作る現地調査+[平面図、展開図、天井、照明、コンセント図]+空間パース、音楽、植物



講義種別：演習

回 課題内容 備考

問題点の提出

解決策を提出

リサーチ

ファースト平面図

庵そんが固定と

どのようなものがあるか提出

ファーストデザイン提出

セカンドプラン展開図

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

⑨セカンドプラン

平面、展開、天井、パース、テーマ、コンセプト、素材リスト、色彩

⑩最終提出、プレゼン

⑪課題「SDGs端材再生」の木工工作ショップ

１Fエントランス内で催事場面積とする

⑫ファーストプラン提出

平面、展開、パース

⑬セカンドプラン

全体のバランスチェック

⑭最終プレゼン提出
15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

　内部は天井、壁、自然素材、床材、畳orカーペット素材

④デザイン提案：ファーストデザイン提出、企画、サイン、計画、

　テーマ、コンセプト、イメージ写真、イメージパス（プロダクト）（テナント）

⑤最終提出、プレゼン

9

⑥課題：リノベーション：「居住空間+ショップ空間+Fukuoka

　　　　　新しい魅力的なアイデア、プラン企画」、NEW　Fukuoka、スタイル

⑦「Fukuokaだからできる楽しみ」居住したい！楽しみたい！＝

　快適な生活や楽しく出来る店舗＝新しい暮らしが彩られ新しい場所

⑧ファーストデザイン提出　　　　-居住、ショップ、その他

リサーチし、検光　平面図、写真、テーマ

①デザイン組み立て（住宅店舗につかえる新しい形のショップ）

・新しい発想、今の問題点を話し合う

②デザイン、組み立て

　ファーストデザインを考えようー場所を決める：ホテル、旅館

③コンテナ、20フィートを2個使い、片面ガラス固定+ドア

到
達
目
標

・ベクターワークスでの図面組み立て
・デザイン組み立て確立

授業内容

1

・前期ショップデザイン+その模型を作る（連絡）2回目提出

・課題：木、和紙のショップデザイン/プロダクト）専門店

担当者実務経験：
店舗・住宅などのインテリアやリノベーションなどを手掛けるインテリアデザイナー

くらしデザイン科 講師名：中鉢　雄一朗

科目名：インテリアデザイン
□１年生
☑２年生
□３年生

□前　　期
☑後　　期



3年 前期

講義種別： 演習

到

達

目

標

回 授業内容 課題内容 備考

ベクターワークスとは？基礎知識説明　書き方 ベクターワークス説明

ベクターワークスにて基本線の書き方、説明→課題 基本線説明

室内リノベーション（課題）平面箱図をベクターワークスで書く 箱図を描く

室内リノベーション［現地調査発表］リサーチ再検討 リサーチして検討

室内リノベーション平面図、ゾーニング（A・B）空間イメージ（A・B）２点比較 平面空間最終

室内リノベーション：最新図面（デザイン・色彩・音楽・植物・パース） 全体調査・オリジナル商品

室内リノベーション：立体模型の説明+プレゼン資料発表 立体説明オリジナル組み立て

立体模型＋プロダクト家具の書き方+照明 プロダクト

室内リノベーション［全体資料図面書類］+立体模型+家具模型

室内リノベーション最終プレゼン発表 立体店舗家具

前期テスト課題［現地リサーチ＋リサーチ再検討］＋平面プラン

前期テスト課題［平面図A・B+空間パースA・B］＋最終案

課題制作 提出日までの説明

課題制作

課題提出

成

績

評

価

3

4

担当者実務経験：店舗・住宅などのインテリアやリノベーションなどを手掛けるインテリアデザイナー

２年の基礎→ベクターワークスの基礎+第三者　必理、オリジナルデザイン（デザインとは？）

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

9

10

7

8

5

6

15

13

14

11

12

くらしデザイン科 中鉢　雄一郎

科目名：インテリアデザイン

1

2



到

達

目
回 課題内容

（授業時間内での設定課題）

備考

成

績

評

価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

授業内容

1
基本知識とテクニックの確認と復習

３dcg種類と使い道

講師名：  税田  瑞江

教科名：   モデリング実習 １年　後期

デザイン提案  形状確認のための  デジタル表現技術の習得         3Dモデリングの基礎。プロダクト、インテリ

アのための基本操作の習得

講義種別：実技

担当者実務経験：

工業デザイン事務所、家電メーカー、  イタリア建築事務所を経て独立、

雑貨、インテリア、家電、家具、グラフィックデザイン、デザイン企画等。

くらしデザイン科

2
インストール手順  ３dcgのできること

インンターフェース、基本操作  移動  画面切り替え

3
3Dモデリング基本操作、

基本モデリング、回転体、総引体、

4
3Dモデリング基本操作、平面からの立体化  （１）

基本操作習熟課題

5
3Dモデリング基本操作、平面からの立体化  自由曲面

テクチャー、レンダリングの種類  基礎編

6
3Dモデリング 、実践モデリング  （1）

食器とスツール

7
3Dモデリング 、実践モデリング  （2）

食器とスツール

8
3Dモデリング 、実践モデリング  （3）

テクスチャーマッピング、光源設定、背景設定、

9
イラストレーターとの連携からのモデリング

下書きから

10
ポリゴンモデリング  基礎

動画の基礎

11
インテリア図面の製作（1）

インテリアデザインでの活用法、

12
インテリア図面からの製作（2）

光源、照明器具のインテリアの光源

13
オリジナルデザインをモデリング（1）

製作方法を検討し、空間をイメージし開始

14
オリジナルデザインをモデリング（2）

15
プロジェクト  プレゼンテーション2  講評



講義種別：■講義　　■実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

15

12

13

10

11

8

9

6

7

4

5

2

3

到

達

目

標

授業内容

1

担当者実務経験；自動車メーカーデザイン部▶デザイン事務所▶設計事務所▶個人デザイン事務所
担当者業務内容；サイン・グラフィックデザイン/カラーデザイン/造形デザイン/建築模型・モデリング

２LD 講師名：辻　政之

科目名：モデリング
□１年生
■２年生
□３年生

■前　　期
□後　　期

インテリア・プロダクト分野において必要となるモデリングの技法を習得する

オリエンテーション　　　モデリングについて（道具,材料等） 講義 スチレンボード

スタイロフォーム

スタイロフォーム

スチレンボード

プラ板/各種素材

クレイ

ジェッソ/パテ

シリコン

プラキャスト

塗料

制作

制作

制作（仕上げ）

制作

講義

制作

制作（仕上げ）

制作

講義

制作

制作

制作

講義

制作

制作

制作

制作（仕上げ）

制作（仕上げ）

【制作課題】インテリア縮尺模型１製作

【制作課題】インテリア縮尺模型１製作

【制作課題】インテリア縮尺模型１製作　　　完成　　講評

【制作課題】スタイロ造型１

制作【制作課題】スタイロ造型１

【制作課題】スタイロ造型１　　　完成　　講評

【制作課題】モックアップ模型１

【制作課題】モックアップ模型１

【制作課題】モックアップ模型１

【制作課題】モックアップ模型１

【制作課題】モックアップ模型１　　　完成　　講評

【制作課題】建築模型１

【制作課題】建築模型１

【制作課題】建築模型１

【制作課題】建築模型１　　　完成　　講評



講義種別：講義

回 課題内容 備考

小テスト１

      テスト１

　　混色（3級）

　  テスト解答
小テスト２

　　p.14 光の性質と色／眼のしくみ（3級）

      p.18 視覚系の構造と色
小テスト３

      p.21 視物質・順応・プルキンエ現象・色の恒常性

小テスト４

　　p.34 マンセル表色系 小テスト５

　　テスト３ ＊慣用色名プリント

小テスト６

　　色彩調和②
小テスト７

＊過去問題 小テスト８

成
績
評
価

　　PCCS表色系（3級）

　　24色相・トーン

くらしデザイン科 講師名：上村未由

科目名：カラーコーディネート
☑１年生
□２年生
□３年生

□前　　期
☑後　　期

担当者実務経験：ジュエリーコーディネーター・ウェディングコンシェルジュ

到
達
目
標

色彩学の基礎を理解する

授業内容

1

　　自己紹介・色彩検定２級案内

　　2022秋冬の流行色について

　　P.6   色のはたらき（誘目性・視認性・明視性・可読性・識別性）

      p.9  色のユニバーサルデザイン（色覚特性・色覚説）

14

15

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

　　テスト２

      p.24  照明

　　テスト解答

　　p.27   ランプの種類

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

      p.128   慣用色名

　　冬休み前までの復習／テスト解答

　　p.42   色彩心理（錯視）

　　p.48   色彩調和①

　　テスト４

　　p.78    ビジュアル  

　　テスト解答

　　p.116   景観色彩



講義種別：講義

回 課題内容 備考

色彩検定２級

6/25(日)　12:30-13:40

色彩検定申込み

申込み状況確認

申込み状況確認

夏休み中にファッション雑誌の

          タイプ別着彩（４つのシーズンの特徴を理解し、カラーコーディネートを考える）
準備をする

成
績
評
価

8/28　タイプ別コラージュ作成

6/26　検定振り返り

　　　　パーソナルカラー導入（２つのベースカラー・４シーズン分類）

7/3　  パーソナルカラー  タイプ別特徴

             べース別コラージュ or 着彩（イエローベースとブルーベースの色を見分けられるようになる）

7/10　 カラー診断

9/4　　いろいろなイメージ配色①

　　　　季節・行事・イメージの特徴にあったカラーコーディネートを考える

9/11　いろいろなイメージ配色②

　　　　季節・行事・イメージの特徴にあったカラーコーディネートを考える

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

　　　　　　　 ファッションコーディネートの基本的なイメージや分類についての考え方を理解する

5/22　p.104　インテリアの色彩

　　　　　　　　 住空間におけるインテリアのカラーコーディネートについて理解する

5/29　p.116　景観色彩

9

　　　　　　　　 景観色彩にかかわる基礎知識を学習する

6/5　検定対策①

　　　　

6/12　検定対策②

6/19　検定対策③

4/24　p.66　イメージ別配色法

　　　　　　 　イメージの配色傾向を理論的に理解する

5/08　p.78　ビジュアルデザイン

　　　　　　　　ビジュアルデザインにおいてのカラーマネジメントについて基本をおさえる

5/15　p.90　ファッションの色彩

担当者実務経験：カラーコーディネーター(結婚式の会場コーディネート・ブライダルスタ
イリング) / ジュエリーコーディネーター

到
達
目
標

色彩検定２級合格

授業内容

1

4/17  １年時復習

　　　　　持参物：テキスト・テスト問題・配色宿題プリント（色相環分割配色）・カラーカード・ハサミ・のり

くらしデザイン科 講師名：上村未由

科目名：カラーコーディネート
□１年生
☑２年生
□３年生

☑前　　期
□後　　期



回 課題内容 備考

色彩検定１級２次対策：実技練習②

色彩検定１級２次対策：実技練習③

色彩検定１級２次対策：実技練習④

成績評価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

講義種別：講義

14

　　　　テスト

15

補講（テスト解説）

12

　　　　色名

　　　　色覚のタイプによる色の見え方

13

　　　　高齢者の見え方

　　　　色のユニバーサルデザインの進め方

9

10

　テスト

11

UC級：色のユニバーサルデザイン

　　　　色が見える仕組み

6

配色イメージ

色彩検定１級２次対策：実技練習①

7

8

4

配色②

光と色（混色）

5

眼の仕組み

色彩心理

2

2022秋冬トレンドカラー

3

PCCS復習（色相環・トーン）

配色①（3級範囲）

到達目標色彩検定UC級及び、１級取得

授業内容

1

今後の資格取得について

くらしデザイン科 講師名：上村未由

科目名：カラーコーディネート
□１年生
☑２年生
□３年生

□前　　期
☑後　　期

担当者実務経験：ジュエリーコーディネーター・ウェディングコンシェルジュ



講義種別：講義

回 課題内容 備考

1級受験予定者：色彩検定　1級
テキスト必須

色彩検定UC級6/25(日)　14:30-
15:30

色彩検定申込み

申込み状況確認

申込み状況確認

１級テキスト終わり

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

6/26　検定振り返り　・　１級　p.66　測色

　　　　未受験者：配色演習⑩

7/3　１級　p.72　心理評価法

　　　　未受験者：配色演習⑪

7/10　１級　p.82　色の心理的効果　・　色知覚の複雑性

　　　　未受験者：配色演習⑫

8/28　１級　p.90　色彩とビジネス①

　　　　未受験者：配色演習⑬

9/4　１級　p.90　色彩とビジネス② 

　　　　未受験者：配色演習⑭

9/11　１級　p.124　ファッション　・　p.140　景観色彩

　　　　未受験者：配色演習⑮

15
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3

4

5

6

7

8

10
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　　　　未受験者：配色演習④

5/22　１級　p.41　混色　　p.46　XYZ表色系　

　　　　未受験者：配色演習⑤

5/29　１級　p.50　均等色空間・オストワルト表色系　

9

　　　　未受験者：配色演習⑥

6/5　１級　p.56　NCS・色名

　　　　未受験者：配色演習⑦

6/12　UC級　検定対策①

　　　　未受験者：配色演習⑧

6/19　UC級　検定対策②

　　　　未受験者：配色演習⑨

4/24　１級　p.14　日本の色彩と文化　

　　　　未受験者：配色演習②

5/8　１級　p.24　色彩調和論

　　　　未受験者：配色演習③

5/15　１級　p.32　心理的な見えによる色の分類　　p.36　照明　

担当者実務経験：カラーコーディネーター (婚礼会場の空間コーディネート・ブライダル
スタイリング) / ジュエリーコーディネーター

到
達
目
標

色彩検定受験予定者：UC級・1級合格
未受験者：目的に合わせた色彩使いができるようになる

授業内容

1

4/17　1級　p.6　西洋の色彩と文化　

　　　　未受験者：配色演習①

くらしデザイン科 講師名：上村未由

科目名：カラーコーディネート
□１年生
□２年生
☑３年生

☑前　　期
□後　　期





２年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

デザイン実践 各自進行

ロゴデザイン

デザイン実践 各自進行

ロゴデザイン

デザイン実践 各自進行

ロゴデザイン（最終提出）

デザイン実践 各自進行

カードデザイン

デザイン実践 各自進行

カードデザイン

デザイン実践 各自進行

カードデザイン（最終提出）

デザイン実践 各自進行

パッケージデザイン

デザイン実践 各自進行

パッケージデザイン

デザイン実践 各自進行

パッケージデザイン（最終提出）

デザイン実践 各自進行

エディトリアルデザイン　　※チームで進める

デザイン実践 各自進行

エディトリアルデザイン　　※チームで進める

デザイン実践 各自進行

エディトリアルデザイン　　※チームで進める

デザイン実践 各自進行

エディトリアルデザイン（最終提出）

デザイン実践 各自進行

サインデザイン

デザイン実践 各自進行

サインデザイン

成
績
評
価

2

担当者実務経験：　フリーランスのイラストレーターデザイナーとして活動、また、複数の専門学校でデザインの授業を行う

3

くらしデザイン科 講師名：大島　遊季

科目名：グラフィックデザインⅠ

グラフィックデザインにおいて、アイデアの「考え方」や「引き出し」がないとデザインはできません。
３年時に行う実践に向けてまずは１年間デザインの基礎的な知識を学びます。

1

6

7

4

5

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15

12

13

14

8

9

10

11



到達

目標

回
課題内容

（授業時間内での設定課題）

備考

成績

評価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14
プレゼンテーションツール    KEY NOTE

15
プレゼンテーション    講評    修正

12
プロジェクト    プレゼンテーションボード1

13
プロジェクト    プレゼンテーションボード製作印刷用    1

10
オリジナルデザイン製作物のデザイン表現1

11
オリジナルデザイン製作物のデザイン表現    2

フォトショップ    基礎    画像修正

8
立体図形の描き方    1    立体表現

３面図、寸法表示、3面スケッチ、

9
立体図形の描き方    2    応用    オプションツールの活用

アイソメトリックやパース図、見取り図

6
デザイン実例    時計 文字盤製作

7
クリスマスカード、カレンダーの作成

4
デザイン実例    名刺作成    レイアウト

5
画像の配置方法        書き出しと印刷設定

2
イラストレーター    基礎ツールの復習、数値入力の基礎

基本形状、ペンツールで形を作る。

3
文字を入力応用、文字を利用した    ロゴマーク作成

授業内容

1
基礎能力の確認、マッキントッシュの基礎と設定    授業説明

アプリの種類    イラストレーターの設定と基礎

講師名：    税田    瑞江

教科名：      デジタルデザイン １年   　 後期

インテリア、プロダクトデザインの実戦的    表現技術の習得    adobe illustrator    他、平面、立体表現手法の習熟    プ

レゼンテーション資料製作

  くらしデザイン科

講義種別：実技

担当者実務経験：工業デザイン事務所、家電メーカー、 イタリア建築事

務所を経て独立、雑貨、インテリア、家電、家具、グラフィックデザイ

ン、デザイン企画等。	





講義種別：実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

くらしデザイン科 講師名：斉藤昌平

科目名：ソーシャルデザイン
□１年生
■２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期

担当者実務経験：建築デザインに従事し22年。
　　　　　　　　　　　  建物とその場所の利用方法まで提案する現役クリエイター

到
達
目
標

社会課題について思考し、自分ごととして課題設定する。
設定した課題に対して、デザイン的な解決を提案する。
課題から解決への道筋（プロセス）を論理立ててストーリー化する。
全ての過程において他者の意見を聞き、協働する。
以下、仮の進行で、フィールドワーク等、初期の対話によって変動あります。

授業内容

1

ガイダンス

PISHATTO紹介

フィールドワーク

テーマの種を探す

フィールドワークまとめ

対話１〜ワールドカフェ体験〜

PISHATTOやテーマについて、あるいは昨年度の課題について、対話する

テーマ設定１

テーマ設定２

9

15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

次学期へ向けて

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

記録発表

記録制作

広報施策

チラシ、プレスリリース

制作１

制作２

実施１

実施２

振り返り



3年 前期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

SDGsの基礎的な知識を知る。これまでとこれからの世界の動きをデータから学ぶ。

SDGsの基礎的な知識を知る。これまでとこれからの世界の動きをデータから学ぶ。

SDGsカードゲームを体験し、より身近なものとしてSDGsを捉える。（外部講師：SDGs協会 高木征太郎氏）

SDGsカードゲームを体験し、より身近なものとしてSDGsを捉える。（外部講師：SDGs協会 高木征太郎氏）

SDGsカードゲームを体験し、より身近なものとしてSDGsを捉える。（外部講師：SDGs協会 高木征太郎氏）

SGDsの掲げる目標について具体的事例やプロジェクトを学ぶ。

SGDsの掲げる目標について具体的事例やプロジェクトを学ぶ。

課題：2名１チームになってSDGsの目標から１つを選び、リサーチしてSDGsデザインボード（仮）を作成する。

課題：2名１チームになってSDGsの目標から１つを選び、リサーチしてSDGsデザインボード（仮）を作成する。

テーマとリサーチ内容を発表。

テーマとリサーチ内容を発表。

途中経過を発表。

途中経過を発表。

最終発表。

最終発表。

成
績
評
価

担当者実務経験：WEB制作、現役デザイナー。現在高齢者の働く場の創設で注目されている

くらしデザイン科 講師名　大熊充

科目名：ソーシャルデザイン

SDGsの基礎的な知識を身に着ける。SDGsの掲げる目標に如何にデザイン視点から事業を生み出していくのか、考え方を知る。SDGsを通して2030年の未来がどうあるの
か、未来を予測しながら行動することを心がける。授業に生徒で学んでもらいたいのはこの３点です。SGDsはこれから新規事業やイノベーション、経済を動かす点において
なくてならない視点であり、そこにはデザイン的思考が必要とされ、これからデザインを志す者からすればブルーオシャン（未開拓市場）が広がっています。（個人的には成
熟した経済ではそこでしか発展する余地はないように思える。）講師である自分自身もSDGsについては深い見識を持つわけではなく生徒と共に学ぶ意識で取り組みます。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

15



3年 後期

担当者実務経験：WEB制作、現役デザイナー。現在高齢者の働く場の創設で注目されている 講義種別： 演習

到
達
目
標

回 　 課題内容 備考

社会にある問題を見つけ、解決方法と仕組みを考える

問題解決の方法と仕組みを作る

ビジュアルデザイン・課題制作

制作

制作

社会にある問題を見つけ、解決方法と仕組みを考える

問題解決の方法と仕組みを作る

ビジュアルデザイン・課題制作

制作

制作

社会にある問題を見つけ、解決方法と仕組みを考える

問題解決の方法と仕組みを作る

ビジュアルデザイン・課題制作

制作

制作

総評

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

2

3

4

5

8

9

6

7

14

15

12

13

10

11

講師名　大熊充

科目名：ソーシャルデザイン

これまでに学んだソーシャルデザインをベースに自ら問題を見つけ、
ソーシャルデザインで解決方法と仕組みを考え発表する

1

くらしデザイン科



講義種別： 講義

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

１位の映画鑑賞　観賞レポート提出

15

プレゼンテーションまとめ

12

好きな映画プレゼン大会　プレゼン終了後投票上位２作品を決定翌週から観賞

13

２位の映画鑑賞　観賞レポート提出

10

自分の好きな映画をプレゼンしよう　プレゼン用企画書の制作

11

自分の好きな映画をプレゼンしよう　プレゼン用企画書の制作

8

自分の好きな映画をプレゼンしよう　プレゼン用企画書の制作

9

自分の好きな映画をプレゼンしよう　プレゼン用企画書の制作

6

自分の好きな映画をプレゼンしよう　プレゼンする作品が被らないように作品発表と決定

7

自分の好きな映画をプレゼンしよう　プレゼン用企画書の制作

4

企画書の書き方

5

自分の好きな映画をプレゼンしよう　プレゼン用企画書の制作の仕方

2

プレゼンテーションと企画書の関係

3

企画書の書き方

到

達

目

標

企画とは何なのか？企画書とプレゼンテーションの力をアップする事によって仕事をトータルでプロデュースする力を身につける

授業内容

1

規格とは何か？

何のために企画書は合うのか？

担当者実務経験：DJパーソナリティ・TVラジオ番組制作・ディレクター

くらしデザイン　科 講師名：萩原　誠

科目名：企画デザイン
□１年生
■２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期



□1年　　□2年　　■3年 　■前期　　□後期

到
達
目
標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

くらしデザイン　科 講師名：萩原　誠

企画デザイン

●著作権と言うと法律の話が先行しますが、実際の現場ではそれは弁護士や専門家に任せるもので実際には権利の保護や運用の仕方が大事です。そ
こで著作権に対して完全に出来上がっている音楽業界の仕組みを元に著作権の保護運用について学びます。期末試験はこの音楽業界の著作権に関し
て試験を行います。●また、実際の企業からの案件などの依頼があった場合は、実際に企画制作を行い実社会での仕事にしかたなどを指導します。

担当者実務経験：DJパーソナリティ・TVラジオ番組制作・ディレクター
講義種別： ■講　義

著作権ってなんだろう？どうして音楽業界の話をするか？

もう一度企画書がどう言うものかの説明

レコード会社を中心とした話　原盤権や隣接著作権

各自に企画書の改善点を話し書き直し（以下完成までこれを繰り返す）

芸能事務所とライブ、グッツ販売

レコード会社と芸能事務所の関係の変化

音楽出版社（音楽における著作物とは）

8

作曲家協会、作詞家協会

日本著作権協会は何をしているのか？

プロモーション活動

14

15

1

2

3

4

5

6

7

9

10

11

12

13

試験答え合わせと企画書まとめ

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

どことどこが契約するのか？

ネットなどでの著作権とは

インディーズバンドの著作権とは

自分が著作者になった場合、どう保護するのか？どう運用するのか？

著作権おさらい

著作権試験



講義種別： 実技

回 課題内容 備考

成

績

評

価

くらしデザイン科 講師名：下池弘太

科目名：「WEBデザイン」 ２年生 後　　期

担当者実務経験：

●所属：株式会社ORENCH / ディレクター

●実務：コーポレートサイト、ランディングページにおけるディレクション〜デザイン制作〜コーディング担当

到

達

目

標

Webデザイン〜コーディングまでの過程を理解し、簡単なポートフォリオサイトを作れるようになる

授業内容

1

前回までの振り返り・HTMLとCSSの基礎・ポートフォリイオサイトコーディング

ポートフォリイオサイトコーディング　PC版

〃

〃

〃

〃

9

ポートフォリイオサイトコーディング　SP版       

〃

〃

15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70〜79点　C評価）60〜69点　D評価）不合格

練習問題

〃

〃

〃

〃

振り返り



３年 前期

講義種別： 演習

到達
目標

回 課題内容 備考

成
績
評
価

講師名：下池弘太

教科名：WEBデザイン

・２年次に制作したデザインを基にサイトを完成させる

イラストレーション科　　	

2
・CSSのおさらい１（レイアウト関連）

・width, height, margin, padding, position

授業内容

1
・HTMLのおさらい

・head要素（title, meta, linkなど）・body要素（ブロック要素・インライン要素）

担当者実務経験：デザイン会社にてwebデザイナーとして活躍する現役クリエイター

4
・CSSのおさらい３（テキスト・色・背景関連）

・background, border, color, font-family, font-size, font-weight

3
・CSSのおさらい２（レイアウト関連）

・display, flex

6
・コーディング

5
・コーディング

8
・コーディング

7
・コーディング

10
・コーディング

9
・コーディング

11
・コーディング 最低でもトップ

ペー ジは完成さ
せる

12
・コーディング 完成した生徒から順

にソー スファイルを
提出

※完成した生徒から個別にサイト公開手順を教授

13
・コーディング 完成した生徒から順

にソー スファイルを
提出

※完成した生徒から個別にサイト公開手順を教授

14
・コーディング 完成した生徒から順

にソー スファイルを
提出

※完成した生徒から個別にサイト公開手順を教授

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

15
・コーディング 完成した生徒から順

にソー スファイルを
提出

※完成した生徒から個別にサイト公開手順を教授



講師名： 森  賢太郎

２年 後期

講義種別： 実習

到達目標

回 授業内容 課題内容 備考

SELF MANAGEMENT C+B6:B21HECK セルフスタイリング画の作成

現在の自分と理想の自分をデザイン画として起こし、客観的な観点からのチェックを行う

2022TREND MAP作成（1/4）※トレンドチェック リサーチ

2022年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022SUMMER TREND MAP作成（2/4）※プレゼン プレゼン

2022年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022TREND MAP作成（3/4）※マップ制作 マップ制作

2022年のトレンドチェックを行い、MAP作成

2022TREND MAP作成（1/4）※トレンドチェック プレゼン

2022年のトレンドマッププレゼン

URBAN OUTDOOR MAP作成（1/3） マップ制作

都会的なアウトドアライフ（実際のアウトドアと都会での暮らしをシームレスに意識）マップ作成

URBAN OUTDOOR MAP作成（2/3） マップ制作

都会的なアウトドアライフ（実際のアウトドアと都会での暮らしをシームレスに意識）マップ作成

URBAN OUTDOOR MAP作成（3/3） プレゼン

都会的なアウトドアライフ（実際のアウトドアと都会での暮らしをシームレスに意識）マッププレゼン

2022MONOTONE MAP作成（1/3） マップ制作

モノトーンをテーマにマップ制作

2022MONOTONE MAP作成（2/3） マップ制作

モノトーンをテーマにマップ制作

2022MONOTONE MAP作成（3/3） プレゼン

モノトーンテーマのマッププレゼン

2022TREND MAP作成（1/4）※トレンドチェック リサーチ

2022年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022年TREND MAP作成（2/4）※プレゼン プレゼン

2022年のレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022TREND MAP作成（3/4）※マップ制 マップ制作

2022年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2022TREND MAP作成（4/4）※マップ制作 プレゼン

2022年トレンドマップのプレゼン

成績評価

7

8

14

15

9

2

3

4

5

6

客観的に自分を見られるようになること/多くの選択肢の中から自己表現手法を選択出来るようになること

くらしデザイン科

センスアップ・スタイリング

担当講師実務経験：CMや広告制作において、ファッションスタイリストとして活躍中

1

10

11

12

13

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。 A評価）80点以上  B評価）70～79点  C評価）60～69点  D評価）不合格



講義種別： 実技

回 課題内容 備考

トレンドリサーチ

発表

リサーチ結果をマップ制作

リサーチ結果をマップ制作

提出

スタイリングプラン作成

撮影

撮影写真を使用して構成作成

撮影写真を使用して構成作成

構成作品プレゼン

リメイク作品プラン出し

制作

制作

スタイリングフォト撮影

トレンドリサーチ

発表

制作

制作・完成提出

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

2022AWトレンドマップ作成（2/3)

シーズントレンドリサーチを行い、マップ作成

15

2022AWトレンドマップ作成（3/3)

シーズントレンドリサーチを行い、マップ作成

12

スニーカーリメイク（4/4)

撮影

13

2022AWトレンドマップ作成（1/3)

シーズントレンドリサーチを行い、マップ作成

10

スニーカーリメイク（2/4)

スニーカーリメイク作成

11

スニーカーリメイク（3/4)

スニーカーリメイク作成

8

セルフスタイリング（5/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

9

スニーカーリメイク（1/4)

スニーカーリメイク作成

6

セルフスタイリング（3/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

7

セルフスタイリング（4/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

4

セルフスタイリング（1/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

5

セルフスタイリング（2/5）

トレンドを取り入れたセルフスタイリングを行い、平面構成資料としてマップ作成を行う

2

2021SWトレンドリサーチ(2/3)

今シーズンのトレンドリサーチを行い、マップ作成

3

2021SWトレンドリサーチ(2/3)

今シーズンのトレンドリサーチを行い、マップ作成

到

達

目

標

選択肢を増やし、客観的視点からセルフプロデュースを出来るようになる。
多くの選択肢を持つ為にトレンド含めリサーチの重要性と方法を学ぶ。

授業内容

1

2021SWトレンドリサーチ(1/3)

今シーズンのトレンドリサーチを行い、マップ作成

担当者実務経験：フリーランススタイリスト25年（広告・雑誌・CM）

くらしデザイン科 講師名：森　賢太郎

科目名：センスアップ・スタイリング □３年生 □前　　期



講義種別： 実習

回 課題内容 備考

全身スタイリングチェック

スタイリングマップ

リサーチ用紙提出

マップの作成（1／3）

マップの作成（2/3）

マップの作成(3/3）

トレンドを取り入れたコーディネープラン

撮影

撮影作品を使用したマップ作成

プランニング

マップ作成（1／3）

マップ作成（2／3）

マップ作成（3／3）

リサーチ用紙提出

マップの作成（1／3）

マップの作成（2/3）

成
績
評
価

担当者実務経験：　　フリーランススタイリスト25年

くらしデザイン科 講師名：　森賢太郎

科目名：   ファッションコーディネート □１年生 □前　　期

到

達

目

標

客観的に自分をプロデュース出来るようになる/基礎的なトレンドのキャッチ

授業内容

1

セルフチェック

現在の自分/理想の自分

2

2023S/Sトレンドチェック

トレンドリサーチ

3

2023S/Sトレンドチェック

トレンドマップ作成

4

2023S/Sトレンドチェック

トレンドマップ作成

5

2023S/Sトレンドチェック

トレンドマップ作成

6

トレンドコーディネートスタイリング

7

トレンドコーディネートスタイリング撮影

8

トレンドコーディネートスタイリングマップ作成

9

スタイリングマップ作成

【テーマ】SUMMER VACATION

10

スタイリングマップ作成

【テーマ】SUMMER VACATION

11

スタイリングマップ作成

【テーマ】SUMMER VACATION

12

スタイリングマップ作成

【テーマ】SUMMER VACATION

13

2023A/Wトレンドチェック

トレンドリサーチ

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

2023A/Wトレンドチェック

トレンドマップ作成

15

2023A/Wトレンドチェック

トレンドマップ作成



１年 後期

講義種別： 演習

到
達
目
標

回 授業内容 課題内容 備考

SELF MANAGEMENT CHECK セルフスタイリング画の作成

現在の自分と理想の自分をデザイン画として起こし、客観的な観点からのチェックを行う

2020TREND MAP作成（1/4）※トレンドチェック リサーチ

2020年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2020SUMMER TREND MAP作成（2/4）※プレゼン プレゼン

2020年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2020TREND MAP作成（3/4）※マップ制作 マップ制作

2020年のトレンドチェックを行い、MAP作成

2020TREND MAP作成（1/4）※トレンドチェック プレゼン

2020年のトレンドマッププレゼン

URBAN OUTDOOR MAP作成（1/3） マップ制作

都会的なアウトドアライフ（実際のアウトドアと都会での暮らしをシームレスに意識）マップ作成

URBAN OUTDOOR MAP作成（2/3） マップ制作

都会的なアウトドアライフ（実際のアウトドアと都会での暮らしをシームレスに意識）マップ作成

URBAN OUTDOOR MAP作成（3/3） プレゼン

都会的なアウトドアライフ（実際のアウトドアと都会での暮らしをシームレスに意識）マッププレゼン

2020MONOTONE MAP作成（1/3） マップ制作

モノトーンをテーマにマップ制作

2021MONOTONE MAP作成（2/3） マップ制作

モノトーンをテーマにマップ制作

2021MONOTONE MAP作成（3/3） プレゼン

モノトーンテーマのマッププレゼン

2021TREND MAP作成（1/4）※トレンドチェック リサーチ

2021年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2021年TREND MAP作成（2/4）※プレゼン プレゼン

2021年のレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2021TREND MAP作成（3/4）※マップ制 マップ制作

2021年のトレンドチェックを行い、プレゼン→各自MAP作成

2021TREND MAP作成（4/4）※マップ制作 プレゼン

2021年トレンドマップのプレゼン

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

担当者実務経験：CMや広告制作において、ファッションスタイリストとして活躍中

講師名：森　賢太郎

科目名：ファッションコーディネート

客観的に自分を見られるようになること/多くの選択肢の中から自己表現手法を選択出来るようになること

くらしデザイン科

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

15

13

14



回 授業内容 課題内容 備考

アルファベット、数字 覚えた表現を実際に声
に出して言う

①ウォームアップ
（アルファベット・
数字・簡単なQ&A）

簡単なQ&A、自己紹介 （他進み具合に応じて
適宜）

②進み具合に応じて
ゲーム

（以下同） （以下同）

英語で自己紹介

アルファベット・数字の書き取り

これまでの復習

アルファベット・数字に関するQ&A（日付、スペル、年齢、電話番号、住所、身長、ものの重さ）

これまでの復習

アルファベット・数字に関するQ&A

（スペル、誕生日、色、時間）

これまでの復習

単語・数字に関するQ&A

（単語、金額）

これまでの復習

単語・数字に関するQ&A

（単語、足し算引き算）

これまでの復習

単語・数字に関するQ&A

（単語、1,000以上の数）

8
ゲーム大会 復習しながら息抜き

9
アルファベット・数字・その他に関する（生徒による）Q&A

これまでの復習

アルファベット・数字に関する（生徒による）Q&A（日付、スペル、年齢、電話番号、住所、身長、ものの重
さ）
これまでの復習

アルファベット・数字に関する（生徒による）Q&A

（スペル、誕生日、色、時間）

これまでの復習

単語・数字に関する（生徒による）Q&A

（単語、金額、1,000以上の数）

これまでの復習

単語・数字に関する（生徒による）Q&A

（単語、足し算引き算）

これまでの復習

自己紹介文を作成・練習

総復習

自己紹介発表（各3分）

成
績
評
価

1

2

3

4

5

6

7

10

11

12

13

講義種別：講義

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

全科共通科 講師名：バクホーストメリッサ

科目名：英会話
□１年生
☑２年生
□３年生

☑前　　期
□後　　期

担当者実務経験：英会話講師・翻訳家

到

達

目

標

到達目標：①間違いを恐れず話せるようになる。②知っている言葉を使ってできる限りコミュニケーションをとる努力ができるようになる。③アルファベット
と数字を使いこなせるようになる。④自己紹介ができるようになる。

14

第15回で発表する自己
紹介内容を作成・練習

これまで習ったこと
をもとに（授業＋自
宅で）作成

15



回 授業内容 課題内容 備考

前半の復習（会話形式） 覚えた表現を実際に声に出して言う ①ウォームアップ（アルファベッ

ト・数字・簡単なQ&A）

自己紹介 （他進み具合に応じて適宜） ②進み具合に応じてゲーム

（以下同） （以下同）

2 自己紹介センテンス（年齢など）

これまでの復習

基本ワード（体の部位、学校など）

これまでの復習

教室ワード（もの、活動など）

これまでの復習

学校ワード（先生、科目など）

これまでの復習

家族ワード（成員、家の間取りなど）

これまでの復習

食べ物ワード

8 ゲーム大会 復習しながら息抜き

これまでの復習

お金ワード（ショッピング、買い物など）

これまでの復習

交通ワード

これまでの復習

交換留学生との会話（興味のある内容を尋ねる）

これまでの復習

文化（アメリカの祝日カレンダーなど）

これまでの復習

空港（税関、入国審査など）

これまでの復習

テーマ発表内容を作成・練習

総復習

好きなテーマ発表（各3分）

成
績
評
価

14 第15回で発表する好きなテーマ発表

内容を作成

これまで習ったことをもとに（授

業の最後＋自宅で）作成

15

13

10

11

12

7

9

5

6

講義種別：講義

到
達
目
標

到達目標：
①英語話者と英語による意思疎通を試みることができるようになる（知っている単語を駆使する、ジェスチャーを使うなど）。
②日常生活・海外旅行時の簡単な質疑応答ができるようになる。
③読む・書くだけでなく、聴く・話すができるようになる。

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

全科共通科 講師名：バクホーストメリッサ

科目名：英会話
□１年生
☑２年生
□３年生

□前　　期
☑後　　期

担当者実務経験：英会話講師・翻訳家

1

3

4



 ２０２２年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1LD/1GC科 講師名：池田美保

科目名：プレゼンスキル □１年生

□後　　期

担当者実務経験：元ラジオ局アナウンサー／現ラジオ番組パーソナリティー／番組ディレクター 講義種別：　実習・講義

到達目標伝え方の基礎を身につける

回 授業内容 課題内容 備考

1

10/13　自己紹介／社会で求められるコミュニケーション能力と伝えるチカラ／プレゼンテーションとは

／どんな時にプレゼンは必要か／この一年で学ぶ事(評価方法含む）／具体化して話す

2

10/20　プレゼンに必要な5つの要素／説明プレゼンの手順「分析」「構築」「構成」「伝える」

説明・提案プレゼン／話の組み立て「ホールパート」「PREP」「時系列」／「ホールパート法」実習

3

10/27　「ホールパート法」発表／プレゼンの初頭効果／メラビアンの法則／声をコントロール実習

／わかりやすく伝えるコツ（テン、テン、マル法則ほか）／話の組み立て「時系列法」実習

4

11/10　「変則時系列」実習／「説明」「報告」「発表」の違い／わかりやすい表現（言葉）

／ビジュアルツール活用／プレゼンで重要な「視覚」と「聴覚」／話の組み立て「PREP法」実習

5

11/17　論理的に考える目的／論理面を強化する／三角ロジック「主張」「論拠」「データ」

／論理的思考（説得力向上のポイント）／聞き手の論理と感性に訴える／実習　論拠を探す

6

11/24 分析とは（洞察と観察）　／コア・メッセージを決める／主張裏づけデータの重要性

／情報の集め方／SNSの情報判断チェック／統計情報の探し方／裏付けデータを探す

7

12/1 「裏付けデータ」発表／態度が変化するプロセス

／情報の整理／情報のグルーピング／図解の活用ポイント

8

12/8 プレゼンの目的を明らかにする／課題の整理／「問題」と「課題」の違い

／プレゼン実習課題発表／プレゼンの成功は時間割／課題実習準備

9

12/15 プレゼンテーションの構成／聞き手を分析する／プレゼンの基本的要素

「現状分析」「問題発見」「原因追及」「解決策」／課題実習準備

10

12/22　客観性のある問題分析／本題部分の展開「序論」「本論」「結論」／台本作成について

／課題実習準備

11

1/12　右脳に働きかける表現法／対面とオンラインの活かし方／ビジュアルツールの活用

／課題実習準備　（メインメッセージと台本構成各自指導）

12

1/19 課題実習リハーサル

／話すスピードをコントロールする／間の活用／響く声

13

1/26 課題実習（収録）Aグループ

14

2/2 課題実習（収録）Bグループ

15

2/9　実習課題の録音再生（各自フィードバック）

成績評価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

1



2LD/2GC科 講師名： 池田美保

科目名：プレゼンスキル □２年生
 □前　　期


担当者実務経験：元ラジオ局アナウンサー／現ラジオ番組パーソナリティー／番組ディレクター 講義種別：　実習・講義

到達目標　発想と要約力の強化。　相手を意識して「説得するチカラ」を身につける。

回 授業内容 課題内容 備考

1

4/20　説明型プレゼンと提案型プレゼン／発想トレーニング法について／　評価基準など前期内容ほか 多角的発想を意識

　　　　

2

4/27　プチ・アイデアで遊ぶ／情報の視覚化／タイムスケジュールのコツ（自主的に計画性を持つ） 思考の可視化

　　　　 分析・要約・説明・説得の再確認

3

5/11　価値提案思考＜ニーズとシーズ＞／「やりたいこと」を見つける（自己分析） 自分の価値を見出す

　　　　提案型プレゼンテーション課題発表

4

5/18  課題の流れ（作業手順）について　／ 提案型プレゼンテーション準備（個別指導） 情報収集で重要な事を知る

        

5

5/25  ブランド分析（企業の特徴をつかむ）について　／ 提案型プレゼンテーション準備（個別指導） 相手（企業）を知る

      

6

6/1　  企画の定義／提案型のベネフィット表現ほか　／ 提案型プレゼンテーション準備（個別指導） 魅力的な企画を意識

　　　

7

6/8　　提案型プレゼンテーション準備　（個別指導） 魅力的な企画を意識

　　　　

8

6/15　チェックポイント　リストの活用／パフォーマンスのコツ／Aグループリハーサル  (個別指導） 客観的に見つめる

　　　　

9

6/22  臨機応変の重要性／効果的な発問方法について／Bグループリハーサル  (個別指導） 聞き手に近づく方法

      

10

6/29  Aグループ　提案型プレゼンテーション　実習 録画

         

11

7/6　  Bグループ　提案型プレゼンテーション　実習 録画

12

7/13   A・Bグループ　提案型プレゼンテーション　フィードバック／問題解決思考／夏休み課題発表 思考の見直し

       

13

8/31　夏休み課題ショートプレゼンテーション　 短期間で仕上げること

         

14

9/7    夏休み課題ショートプレゼンテーション　実習 短期間で仕上げること

録画

15

9/14   夏休み課題ショートプレゼン　フィードバック／  一年間の（１年後期・２年前期）まとめ 再生チェック

         これからのプレゼンテーションのために 総まとめ

成績評価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

1



講義種別： 実習

回 課題内容 備考

校外実習

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

制作

制作

中間講評

制作

制作

講評
15

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

個人面談

制作

9

制作

制作

中間講評

自己分析・企業分析・年間目標作成

ペーパーイン見学

個人面談

担当者実務経験：ジュエリーデザイナーとして３年間従事

到
達
目
標

・ポートフォリオ１冊作成
・就職活動に合わせて展開

授業内容

1

オリエンテーション

くらしデザイン科 講師名：河西 香織

科目名：ポートフォリオ
□１年生
■２年生
□３年生

□前　　期
■後　　期



講義種別：■講義　　■実習

回 課題内容 備考

成
績
評
価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

15

12

13

10

11

8

9

6

7

4

5

2

3

到

達

目

標

授業内容

1

担当者実務経験；自動車メーカーデザイン部▶デザイン事務所▶設計事務所▶個人デザイン事務所
担当者業務内容；サイン・グラフィックデザイン/カラーデザイン/造形デザイン/建築模型・モデリング

3LD 講師名：辻　政之

科目名：ポートフォリオ
□１年生
□２年生
■３年生

■前　　期
□後　　期

就職面接時等に適応できる完成度の高いポートフォリオの作成

オリエンテーション　　　 講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

講義・制作

◇概論　　◇現況確認（できていること・できていないこと）　　◇課題点摘出

◇プランニング（ラフプラン提示→ディスカッション）

◇制作

◇プレ・プレゼンテーション

◇制作

◇制作

◇材料探し（校外授業）

◇制作

◇制作

◇中間プレゼンテーション

◇制作

◇制作

◇制作

◇制作

◇制作

◇制作

◇プレゼンテーション　　◇まとめ



●２年生 ●後    期

回 課題内容 備考

講義

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習
15

組織人としての心構え②

共働意識/チャレンジ・改善意識                総括

成績
評価

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。

期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。

各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。

A評価）80点以上  B評価）70～79点  C評価）60～69点  D評価）不合格

13

ビジネススキル習得を目指して②

ビジネス文書/ビジネスメール/ビジネス電話/報告・連絡・相談のルール

14

組織人としての心構え①

コスト意識/時間管理意識/顧客意識

11

総合個人対応④

一人ずつ対面で総合模擬練習①

12

ビジネススキル習得を目指して①

ビジネス文書/ビジネスメール/ビジネス電話/報告・連絡・相談のルール

9

総合個人対応②

一人ずつ対面で総合模擬練習①

10

総合個人対応③

一人ずつ対面で総合模擬練習①

7

対面面接・オンライン面接対策⑤

質問項目分析

8

総合個人対応①

一人ずつ対面で総合模擬練習①

5

対面面接・オンライン面接対策③

質問項目分析

6

対面面接・オンライン面接対策④

質問項目分析

3

対面面接・オンライン面接対策①

身だしなみ・立ち居振る舞い・表情・言葉遣い

4

対面面接・オンライン面接対策②

身だしなみ・立ち居振る舞い・表情・言葉遣い

授業内容

1

後期（新年度4月からの講座）オリエンテーション

本年度の就職へ向けての環境認識

2

前期講座の振り返りと履歴書完成度の確認    個人対応含む

メール・電話での問い合わせのルール確認

到達目
標

単なる内定を勝ち取る為の攻略講座ではなく当講座を通してあらためて自らを振り返り、客観的な自己分析のもとに就職活動を

展開していくことを目指す。

講座内容をより実践的な形で体現していき、予定面談やイレギュラー面談にも全講座中、最優先で個人対応する。

就職後社会人・企業人として必要な資質を理解し即実践していけるようビジネススキルと社会一般常識なども身につけることを

目標とする。

共通科目 講師名：財津香壽子

科目名：   就職面接対策

講義種別：講義

担当者実務経験：
・朝日新聞社宣伝部、シティ情報ふくおか 経営企画部長、専門学校副校長
・講師：中村学園大学流通科学部、久留米歯科衛生専門学校、九州英数学館、共生館カレッジ
など
・中村学園大学・短期大学部 キャリア・カウンセラー
・厚生労働省 就職ガイダンス講師　　　・福岡県 県立学校等初任者研修 講師
・厚生労働省 キャリアコンサルタント／キャリアコンサルティング技能士 試験委員（2017年～現
在）



講義種別：講義／実習

回 課題内容 備考

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

ワーク

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

ワーク

講義・ワーク

DVD視聴

ワーク

ワーク

成
績
評
価

担当者実務経験：
・朝日新聞社宣伝部、シティ情報ふくおか 経営企画部長、専門学校副校長
・講師：中村学園大学流通科学部、久留米歯科衛生専門学校、九州英数学館、共生館カレッジなど
・中村学園大学・短期大学部 キャリア・カウンセラー
・厚生労働省 就職ガイダンス講師　　　・福岡県 県立学校等初任者研修 講師
・厚生労働省 キャリアコンサルタント／キャリアコンサルティング技能士 試験委員（2017年～現在）

くらしデザイン科 講師名：財津香壽子

科目名：就職面接対策 ３年生 前期

到
達
目
標

①自分らしいキャリアについて主体的・能動的に考察し、卒業後の進路を自ら選択・決定できるようになる。
②就職活動の流れ・ポイントを理解し、主体的に取り組むことができるようになる。
③社会人として求められる心がまえ・姿勢や能力が理解でき、それを実践できるようになる。
✤本講座は、就職だけを到達目標とするのではなく、卒業後の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てる「社会に出るため
の準備教育」である。
✤講座内容を実践に活かすために、全講座を通して、個別対応・指導を実施する。

授業内容

1

オリエンテーション（後期の内容など）

自己PRの書き方

2

自己PR作成

3

ガクチカの書き方

個別対応

個別対応

4

ガクチカ作成

個別対応

5

趣味・特技・参加イベント、志望動機の書き方

個別対応

6

他己分析（ジョハリの窓）

個別対応

7

身だしなみ

個別対応

8

面接とは？　面接の形式と流れ

個別対応

9

ウェブ面接・グループディスカッションのポイント

個別対応

10

面接の質問と答え方

個別対応

11

自己分析ワーク

個別対応

12

ビジネスに必要な8つの意識とぎ

個別対応

13

プロフェッショナルとは？

DVD視聴

出席および習熟度、授業課題の提出により成績評価とする。
期末の授業終了後に授業担当講師が評価し成績を算出。
各授業の3分の2以上を出席し、平常授業の成績が60点以上で合格とする。
A評価）80点以上　B評価）70～79点　C評価）60～69点　D評価）不合格

14

組織人としての心構え①

共に働く力：コミュニケーションゲームを通して学ぶ

15

組織人としての心構え②

まとめ／3年後のキャリアプラン作成
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	ソーシャルデザイン２後期
	ソーシャルデザイン3年前期
	ソーシャルデザイン3年後期
	企画デザイン　2年後期
	企画デザイン_萩原3年前期
	WEBデザイン2年後期
	WEBデザイン3年前期
	センスアップ・スタイリング２年後期
	センスアップスタイリング3年前期
	ファッションコーディネート1年前期
	ファッションコーディネート1年後期
	英会話2年前期（3年制）
	英会話2年後期（3年制）
	プレゼンスキル1年後期
	プレゼンスキル2年前期
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